
不登校児童生徒の状況とその対策について

不登校児童生徒数の推移
本資料は国が毎年実施している「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の
諸課題に関する調査」の結果から北海道と本市の状況をグラフにしたものです。

【不登校の定義】
不登校の明確な定義はありませんが本調査においては、
「年度間に通算３０日以上欠席した児童のうち、不登校※を理由とする児童生徒数」
としています。　※病気、経済的理由、コロナなどの理由以外
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不登校児童生徒数の推移（北海道と深川市比較）

児童：北海道 児童：深川 生徒：北海道 生徒：深川

(1,000人当たりの

1.誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（COCOLOプラン） R5.3策定

令和３年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」の

結果、不登校が過去最高（小中24.5万人）だったことから対策を策定。（資料「COCOLO

プラン」）

COmfortable, 快適（精神的不安や肉体的苦痛がない）

Customized and  注文に応じて作る

Optimized  最適化された

LOcations of learning  学習の場所

2.「不登校・いじめ 緊急対策パッケージ」R5.10.17文科省通知

令和４年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」の結果、

不登校が過去最高（小中で約30万人）だったことから対策を策定。（資料「不登校・いじめ 緊急

対策パッケージ」）

各自治体内の状況を総合教育会議の議題とし、首長及び関係部局間と認識の共有及び対

策の検討をすすめるなどの必要な連携を図ること。（今回は不登校のみ）

COCOLOプランを前倒しして取り組む。

深川市総合教育会議資料


